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調査の概要

人口動態統計調査は、出生・死亡・婚姻・離婚及び死産の「人口動態事象」につい

て、その実態を明らかにするために、各届出書によって作成された人口動態調査票を

とりまとめたものである。

届出書は、出生・死亡・ 婚姻・離婚については「戸籍法」により、死産については

「死産の届出に関する規程」により、市町村に届け出られるものである。

調査票は市町村で作成され、保健所・都道府県を経由して厚生労働省において集計し、

人口動態統計が作成される。

本概況は平成２４年沖縄県分（確定）を取りまとめたものである。

(厚生労働省公表 平成 25 年９月５日）

用語の説明

自 然 増 減 ： 出生数から死亡数を減じたもの

乳 児 死 亡 ： 生後１年未満の死亡

新 生 児 死 亡 ： 生後４週未満の死亡

早期新生児死亡 ： 生後１週未満の死亡

死 産 ： 妊娠満１２週以後の死児の出産

周 産 期 死 亡 ： 妊娠満２２週以後の死産に早期新生児死亡を加えたもの

合計特殊出生率 ： １５歳から４９歳までの女性の年齢別出生率を合計した

もので、１人の女性が仮にその年次の年齢別出生率で一

生の間に生むとしたときの子ども数に相当する。

平成２４年：率の算出に用いた人口「人口推計：平成 24 年 10 月１日推計人口」

総務省統計局

沖縄県 全国

総数：１，４０１，０００人 １２５，９５７，０００人

男： ６８７，０００人 ６１，３２８，０００人

女： ７１４，０００人 ６４，６３０，０００人

平成２３年：率の算出に用いた人口「人口推計：平成 23 年 10 月１日推計人口」

総務省統計局

沖縄県 全国

総数：１，３９３，０００人 １２６，１８０，０００人

男： ６８３，０００人 ６１，４５３，０００人

女： ７１０，０００人 ６４，７２７，０００人



結果の概要

１ 出生数は増加

出生数は１７，０７４人で、前年の１６，９１８人より１５６人増加（全国は

１３，５７５人減少）した。また、出生率（人口千対）は、１２．２で前年より

０．１ポイント増加した。これを全国の８．２と比較すると４．０ポイント高く、そ

の順位も昭和４９年以降３９年連続で第１位である。

１日平均出生数は４６．８人であり、３０分４７秒に 1人出生している。

出生数を母の年齢別（ ５歳階級 ）にみると、１９歳以下、３０歳以上の階級で前

年より増加しているが、２０歳～２９歳の階級では前年より減少している。

合計特殊出生率は、１．９０で前年より０．０４ポイント高くなっており、全国の

１．４１と比較すると０．４９ポイント高く、昭和６０年以降２８年連続で第１位で

ある。

対前年比較

項 目 出生数（人） 出生率 合計特殊出生率 全国順位 1日平均（件）

h24 17,074 12.2 1.90 １ 46.8

h23 16,918 12.1 1.86 １ 46.4

増減 156 0.１ 0.04 0.4

全国（h24） 1,037,231 8.2 1.41

母の年齢別出生数の対前年比較

総数 ～ 19歳 20～ 24 25～ 29 30～ 34 35～ 39 40～ 44 45～ 不詳

h24 17,074 480 2,139 4,688 5,304 3,643 792 28 -

h23 16,918 445 2,256 4,735 5,251 3,483 726 19 3

増減 156 35 △ 117 △ 47 53 160 66 9 △ 3

２ 死亡数は減少

死亡数は、１０，６２６人で、前年の１０，６８６人より６０人減少（全国は

３，２９３人増加）した。死亡率（人口千対）は７．６で前年より０．１ポイント低

くなったが、全国の１０．０と比較すると２．４ポイント低く、その順位も全国で最

も低く、平成１４年以降１１年連続で第４７位である。

１日平均死亡数は２９．１人であり、４９分２７秒に１人死亡している。



対前年比較

死亡数（人） 死亡率 全国順位 １日平均（件）

h24 10,626 7.6 47 29.1

h23 10,686 7.7 47 29.3

増減 △ 60 △ 0.1

全国（h24） 1,256,359 10.0

３ 死因順位は悪性新生物が１位

死因別にみると、死因順位の第１位は悪性新生物で２，９１３人、第２位は 心疾患

で１，５６６人、第３位は肺炎で９１７人となっており、悪性新生物と心疾患では前

年より増加している。第４位は脳血管疾患で８３４人、第５位は老衰で３８８人であ

る。

全国順位では悪性新生物、心疾患、肺炎、脳血管疾患、老衰ともに４７位である。

自殺は前年の５位から３３位となっている。

全国の死因順位は、第１位が悪性新生物で、３６０，９６３人、第２位は心疾患で

１９８，８３６人、第３位は肺炎で１２３，９２５人である。この３大死因が死亡総

数に占める割合は５４．４％となっている。

対前年比較

第１位 第２位 第３位 第４位 第５位

悪性新生物 心疾患 肺炎 脳血管疾患 老衰

死亡数 率 死亡数 率 死亡数 率 死亡数 率 死亡数 率

h24 2,913 207.9 1,566 111.8 917 65.5 834 59.5 388 27.7

h23 2,837 203.7 1,530 109.8 935 67.1 917 65.8 347 24.9

増減 76 36 △ 18 △ 83 41

全国（h24） 360,963 286.6 198,836 157.9 123,925 98.4 121,602 96.5 60,719 48.2

※平成 23年の第５位は、自殺となっている。

※自殺について

男女比では男性の割合高く、７８．６％となっている。

男性の内、４０歳から５９歳までの自殺者が４１．９％となっている。

なお、人口動態統計での自殺者数と警察発表の自殺者数では、以下の理由により差

異が生じる。



自殺者数に関する統計上の違い

人口動態統計 警察の自殺統計

調査対象 日本における日本人 日本における外国人を含む

調査時点 住所地を基に死亡時点で計上 発見地を基に発見時点（認知）

で計上

手続き上 不明の場合は自殺以外で処理し、 捜査等により、自殺であると判

（訂正報告）） 死亡診断書等について訂正報告 した時点で計上。

がない場合は計上しない。

（厚生労働省作成人口動態調査についてよくいただくお問い合わせより）

４ 自然増減数は増加

出生と死亡の差である自然増減数は６，４４８人で、 前年の６，２３２人より

２１６人増加した。自然増減率（人口千対）は４．６で前年より０．１ポイント増加

しており、順位は全国第１位である。

自然増減率がプラスの県は、本県以外に愛知県（０．９）、滋賀県（０．７）、神奈

川県（０．４）、の３県である。

全国の自然増減数は、△２１９，１２８人で前年の△２０２，２６０人より

１６，８６８人減少し、自然増減率も△１．７で前年の△１．６よりもに減少してい

る。

５ 死産数は減少

死産数は５０７胎で、前年の５５６胎より４９胎減少（全国９５１胎減少）し、死

産率（出産（出生+死産）千対）は２８．８で前年よ３．０ポイント低くなっている

が、全国の ２３．４ と比較すると５．４ポイント高くなっている。

死産の内訳をみると、自然死産が２４３胎で前年より２８胎減少し、人工死産が

２６４胎で前年より２１胎減少した。

自然死産率は１３．８（全国１０．８）、人工死産率は１５．０（全国１２．６）で、

自然死産及び人工死産ともに全国より高くなっている。

６ 婚姻件数は増加

婚姻件数は８，８４２組で、前年の８，４０１組より４４１組増加（全国は

６，９７４組増加）し、婚姻率（人口千対）は６．３で前年より０．３ポイント増加

した。



これを全国の５．３と比較すると１．０ポイント高く、全国第２位である。

１日平均婚姻数は２４組であり、５９分２６秒に１組婚姻している。

７ 離婚件数は増加

離婚件数は３，６３４組で、前年の ３，５７０組より６４組増加（全国は３１３組

減少）し、離婚率（人口千対）は２．５９で前年より０．０３ポイント増加した。

これを全国の１．８７と比較すると０．７２ポイント高く、その順位も平成１５年

以降１０年連続で第１位である。

１日平均離婚数は１０組であり、２時間２４分３８秒に１組離婚している。


